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1  はじめに 
	 著者らは Wikipedia のカテゴリ構造を利用
した新しい書籍の推薦手法を提案し[1]，この提
案を基にした書籍推薦システムを開発してい

る．提案したシステムの仕組みは，Wikipedia
のカテゴリにおける上位下位概念構造を取得

した上で「書籍の内容を示す特徴語」と「取得

されたWikipediaのテーマ（カテゴリ）の内容
を示す特徴語」のマッチングを取ることで書籍

を Wikipedia のカテゴリに分類するというも

のである．ただし，推薦システムを開発する際

には，取得した上位下位概念の全てのカテゴリ

を対象とするのではなく，その中から「学問の

分野構造」に注目してそれを利用する．このよ

うにすることで，『書籍同士の関係性』の見通

しが良くなり，かつ，分野の詳細な階層構造は

知識の全体構造を把握することにもなるため

に『各書籍の知識構造における所属位置』が分

かり，そして『分野間の関係性』を通して書籍

を推薦することができると考えられる． 
	 2 章では過去に提案した推薦手法について再
度振返り，Wikipediaからの学問分野取得方法

に関しては 3章にて詳細に述べる．4章で自動
取得した分類体系について考察し，5 章では，
取得されたシステムで必要なデータを利用し

て，実際に開発されるシステムの特徴について

述べる．そして最後に，まとめと今後の課題に

ついて考察する． 

2  Wikipedia を利用した書籍分類法 
	 従来の図書分類法では，新しい分野への対応

の遅さ，多重にカテゴリ分類できないこと，ま

た，カテゴリ間の親子関係が大まかであり図書

分類表の分類体系や書籍の内容を熟知してい

ないとその書籍がどのカテゴリに分類されて

いるのか分かりづらいという問題点があった．

人手による管理・出納を目的として定められた

図書分類法のカテゴリだけでは，多様な内容を

含む書籍に合わせた分類を行うことは困難で

ある． 
	 そこで我々は，集合知の概念が利用されてい

る日本版Wikipediaを利用して，書籍の内容に

よって自動で分類を行う手法を提案した．類似

の研究としては，Reference Navigator [2]がある

が，これは豊富な概念を持つWikipediaを探索

の窓口として図書分類法のカテゴリ体系に誘

導させる統合的なもので，図書のレファレンス

作業をWikipediaで拡張させたものであるため

に，上記した図書分類法の制約を受けざるをえ

ない．それに対して我々は，体系構造も書籍の

所属も全面的にWikipediaのカテゴリを利用す

る．そして，内容による分類も自動で行う．  

	 具体的には，Wikipediaのカテゴリの上位下
位構造を Hyponymy extraction tool 

(Version1.0) [3]を利用して抽出することで，
Wikipediaの階層構造の情報を得る．そして，
「BOOK」データベース[4]とWikipediaから
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それぞれ「書籍名とその書籍の内容を表す特徴

語」と「カテゴリ名とカテゴリを表す特徴語」

のペアを作成し，連想検索エンジン GETA [5]
を利用して書籍のWikipediaカテゴリへの自

動分類を行うことに成功している． 
	 しかしながら，この手法をそのまま推薦シス

テムに適用するには，Wikipediaのカテゴリは

書籍のカテゴリとして相応しくないものも多

数存在するという問題点が残ったままであっ

た．そこで，Wikipediaの柔軟で密なカテゴリ

間の関係をそのままに，新たな書籍の分類体系

と成り得ると考えられる「学問分野の構造」に

注目し，この構造を書籍分類のカテゴリとして

適用する． 

 
3  Wikipedia 学問分野構造の自動取得 
	 著者らの求める学問分野の構造は，言い換え

れば，”知を分類し階層化したラティス構造”で
ある．学問分野の分類は，日本十進分類法や

NDLC といった書籍によくある明確な分類法
はなく，国や教育機関等によって差異がある[6]．
今回取得したものは，情報源が日本の

Wikipediaであるため，それに依存した分類法
となる． 
	 Wikipediaから取得される学問分野構造には，

以下のような特徴がある． 
1. ネットワーク構造（ループを含み複数の上
位ノードを許す）になっている．  

2. 各分野には下位分野が存在する．  
3. 下位分野には人物名や学会,学術的な所属機
関名も含まれる． 

4. A > B > Cが A > Cとなるような(ただし，
A > B は Bが Aの下位概念であることを表

す)省略パスが存在する場合がある． 

これらは Wikipedia カテゴリの上位下位概念
の構造に依存した特徴である. 
	 このように Wikipedia の構造をそのまま利

用するには構造が複雑であり，書籍の所属する

カテゴリとして（もしくは知の分類として）ふ

さわしくないものが数多く含まれているため，

学問分野抽出にはフィルタリングに関して工

夫を施す必要がある．そのための手法は，テキ

ストのパターンマッチを利用する． 

	 まず始めに，カテゴリとして抽出されたもの

から「○○学」という表現が上位または下位に

現れる上位下位の組を拾いだす．ただし，「テ

ーマ別の~」や「○○に関する~」などもカテゴ
リ名として相応しくないと見なして，分野構造

抽出の際にフィルタリングにかけておく．次に

それらの間のループ構造や省略パスを作る上

位下位の組と人物名や機関名などを取り除く．

ループ構造や省略パスを取り除くのは書籍推

薦の為にカテゴリ間の最短経路を求める際に

邪魔になるためである．パターンマッチを用い

たフィルタリングで最大の困難が，人物名の除

去であるが，「人物名」はより下位の概念を持

たないことが多いとする特徴を利用して，下位

概念を持たないカテゴリを取り除く．これによ

り，人物名の大半を除去することができる．”
学”の付かない下位概念が，上位概念となるよう
な上位下位のペアをフィルタリングにかけな

がら繰り返し取得することによって，

Wikipedia から学問分野構造を自動取得する．
これを学問分野構造の階層構造とみなす． 

	 以上の手続きで学問分野構造を取得した結

果，まず始めに取得された“学”のつく概念お
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よびその上位概念(この集合を A とおく)が 350

種類，Aに属する概念の下位概念で他のペアの
上位概念となり，かつ語尾に”学”を含まないも
の(この集合を Bとおく)が 498種類，また Bに

属する概念を上位概念としたときの下位概念

(この集合を C とおく)が 1668 種類であった．
さらに，Cに属す概念の下位を上記手続きで辿

って取得されたもの(この集合を D とおく)が
42120種類あった．従って，だんだんと再検索
される数が増えていき，取得される上位下位の

組は Aから Bまでの階層で 6850組，Aから C
までの階層で 25600 組，A から D までの階層
で 67294組となった．しかし，Dまで取得され

たものには，学問構造から逸脱したものや，詳

細すぎるためカテゴリらしくないものが数多

く含まれている．従って，これ以上の数の取得

は，Cの各カテゴリから人の手でより詳細に取
得すべき D の要素を探し出して抽出するほう
が良いと考えられる．ただし，Cまでで想定す

る大半の学問分野の構造が精度よく取得でき

ており，その必要は少ないと推察される． 

 

4  本手法による分類体系と図書分類体

系との比較  
	 日本図書協会の基本件名標目標 (Basic 

Subject Headings ;BSH) [7]のカテゴリ数が
11192 件 (2012 年現在)，また，国立国会図書
館件名標目表 (National Diet Library Subject 

Headings ;NDLSH) [8]のカテゴリ数が 19485
件 (2012 年現在)ある．我々の分類体系をこれ
らと比べると，カテゴリ数が少なく，代わりに

カテゴリ間のつながりは圧倒的に多いのは，カ

テゴリの内容を構造の関係で表しているため

である．BSH や NDLSH にもなくて本手法で

取得したカテゴリの例に「パタン・ランゲージ」

などがある．ちなみに，「パタン・ランゲージ」

の上位概念を辿っていくと【人文科学 > 地理

学 > 人文地理学 > 都市地理学 > 都市計画 
> パタン・ランゲージ】【人文科学 > 地理学 > 
人文地理学 > 文化地理学 > コミュニティ > 

都市計画 > パタン・ランゲージ】となってお
り，構造がラティス構造であることがわかる． 
	 また，BSH になく NDLSH にはあるカテゴ

リの例として「自然言語処理」に注目してみる．

NDLSH には上位概念に「情報処理」，下位概

念に「漢字処理」「機械翻訳」「テキストマイニ

ング」の３件のみしかなく関連語として「言語」

「コーパス言語学」「オントロジー（情報科学）」

がある構造になっている．それに対して本手法

では，直前の上位概念に「言語学」「人工知能」，

直後の下位概念は全 25 件あり，これを書き出
すと，「CD 理論」「未知語」「構造木」「コーパ

ス」「全文検索」「文書分類」「構文解析」「機械

翻訳」「照応解析」「形態素解析」「計算言語学」

「かな漢字変換」「固有表現抽出」「潜在意味解

析」「自動要約生成」「自然言語理解」「自然言

語生成」「シャローパーサ」「チャートパーサ」

「確率文脈自由文法」「語彙の曖昧性解消」「ベ

イジアンフィルタ」「中国語入力システム」「日

本語入力システム」「コンピュータ言語学」と

なった．本手法での「テキストマイニング」は

「統計学」と「言語学」の下位概念に位置して

おり，「言語学」を通して「自然言語処理」と

繋がっている．このように，本手法の分類体系

と図書分類体系を比べると，同義語と下位概念

が入れ替わっているものも多く見つかった． 
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5  推薦システムの特徴 
	 本システムの利用用途には以下のようなも

のがあると考えられる．これは本システムの目

指すところでもある． 

・	 嗜好本の学問分野大系における位置把握 
・	 分野間のつながりの発見 
・	 ２冊の書籍間を繋ぐ分野と書籍の発見 

・	 ユーザの興味の啓発 
	 本システムではクエリとしてユーザの嗜好

本を与える．その嗜好本から，既存手法[1]で登

録しておいた「書名とその所属するカテゴリ群」

のデータベースをみて所属するカテゴリを 2つ
取り出す．この 2つのカテゴリがつくる 2点の

最短経路を計算し，出力された経路を Graph
で表示させる．ここで問題は，最短経路が複数

存在する場合の対策，最短経路が存在しない場

合の対策である．さらに，類似度の高い順から

２つのカテゴリを取得する方法だけでは，思い

がけないつながりを見せるには概念が近すぎ

るものが取得されることがあるのも問題とな

る．今後，上記目標に近づけるためにこれらの

課題に取り組む必要がある． 

 

6  まとめ 
	 本稿では，既存手法[1]での推薦システムを実

現する際に問題となった，Wikipediaのカテゴ
リとその階層構造から書籍にふさわしいカテ

ゴリのみを抽出する方法を述べた．その結果，

本手法で書籍の目次部分に対応するほど詳細

なカテゴリが自動取得できた．この分類体系は，

一般書籍以外でも，専門性の高い学術論文や分

野横断的なつながりを知りたいものには特に

有用である． 次に，抽出した分類体系の構造

を利用した書籍の推薦システムについて特徴

を考察し，開発する際に発覚した問題点を述べ

た．当面の課題は，開発の際に生じた問題にと

りかかることである．その後，人の思考にとっ

てスムーズに情報を取得できる，より良い UI
について Graph 表現を拡張させる方面で考え
ていきたい． 
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